
月号

日向の未来
が見える

もくじ「みんなに伝わる広報誌」を目指します。
本文には、見やすいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。
本文には、見やすいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

一般質問の内容はスマホなどから、
動画で観ることができます。
一般質問の内容はスマホなどから、
動画で観ることができます。

陽だまりを音訳・点訳しています。陽だまりを音訳・点訳しています。
利用場所は裏表紙をご確認ください。

音訳
点訳

表紙｜SCS によるトイレ清掃

01 構成・特集

05 委員長報告

03 6月定例会

07 いっぱん質問

ほか

No.170
2022（令和4年）6

月号

日向市議会は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

日向市議会
ホームページ

ひゅうが 市 議 会 だより

H I D A M A R I

日向市議会

「水道料金改定」と「電力会社撤退」をチェックしよう！



これまで議会から出された質問を数点記載します。

構
成
・
特
集

新たな議会構成をチェックしよう！日向市総合体育館整備事業はどうなっているの？

もっと詳しく見てみよう！

　５月１３日に開いた第２回臨時会で、副議長の選挙を行いました。

また、議会広報特別委員会と日向市森林・林業・林産業活性化議員連盟の役員も改選されました。

　この度、日向市議会第３７代副議長となり、職責の重さに身が引き締まる思いです。昨今のコロナ禍
により、様々な社会活動が自粛され、経済活動の減速・停滞が感じられました。
　今は、多様性の時代と言われています。私たち議員も、様々な価値観から来る声を的確に捉え、市
民のニーズに答えなければならないと思います。昨年、日向市議会も新しい取り組みとして、市内高
校生との意見交換の場を作りました。若い人達の日向市に対する思いを聞くことが出来ました。これか
らも、市内の各業界・企業・団体の皆さんとの意見交換の場を積極的に作り、「市民から信頼される議会」
として、更に機能するような日向市議会を、議長を中心として作っていかなければならないと思います。
副議長の職として、頑張って汗を掻いていきたいと思います。
　どうぞよろしくお願いいたします。

副議長としての抱負

議会広報特別委員会

日向市森林・林業・林産業活性化議員連盟

※ 令和４年（2022年）度　林活議連の総会資料より抜粋

い
っ
ぱ
ん
質
問

委
員
長
報
告

６
月
定
例
会

森林・林業・林産業活性化、国土保全、農山村振興の

実現に努めることを目的としている議員連盟です。

議会だよりの編集・発行及びその他の議会広報に関する

調査研究を行う委員会です。

▲ 説明会会場の様子

総合体育館財政シミュレーション

設計・整備期間
（年度）

供用開始時期 

総 事 業 費

地方債の概要

交付税算入額

実 質 負 担 額 総 額

1年あたり

国県補助
そ の 他
地 方 債
一般財源

19億 6,500万円
2億円

18億 2,100万円
2億 1,400万円

A

C

B

令和５～８年
（2023～2026年）

令和９年（2027年）1月～

42億円

3億 9,300万円

16億 4,200万円

8,210万円

● 公共事業等債（交付税措置 20％）
● 一般単独事業債（交付税措置なし）
※据置 2年・20 年償還・利率 1％

D（B＋A－C）

E（D÷償還期間）

富井  寿一 黒木 英和

近藤 勝久

森腰 英信
小林 隆洋

徳永 幸治 柏田 公和

三樹 喜久代
若杉  盛二
徳永  幸治

黒木 万治
（ ９ 名 ）

委員長 副委員長

委 員

黒木 金喜 畝原 幸裕

西村 豪武 柏田 武浩

会 長

副会長

監　査 事務局長

幹　事

西村 豪武
森腰 英信
畝原 幸裕

これまで、日向市総合体育館整備事業に関する報告が2019年（令和元年）から5回にわたって全員協議会で

行われ、多くの議員から担当課に対して質疑を行ってきました。特に2021年（令和3年）に実施した市民

アンケート調査においては回収率が27.3％ということもあり、アンケート回答の分析の考え方やコスト縮減

につながるPFI導入可能性など、調査結果に疑問を持つ質問が出されました。

本年5月13日に行われた全員協議会では当局より、

「日向市総合体育館整備基本計画等」について、計画条
件の整理や整備方針、維持管理運営方針に事業スケ
ジュール、財政シミュレーション等の説明を受け、
また、4月に行われた市民説明会の内容についても報告
がありました。（※市内7地区8回開催、合計１８２名参加）

そのほか議員からは、『災害という観点で考えた場合、建設は必然的に必要である』
『延岡に県の体育館ができるのに、この規模の体育館が本当に必要なのか』
『総事業費42億円は費用がかかりすぎではないか』との意見が出されました。

市民から無作為に抽出した3,000人にアン
ケートを行い、回答者数が818名との報告。
当局としてはどう判断しているのか。

問

回収率については、30%を目標にしていた。
統計学的にはアンケート調査を行った18歳
以上の人口に対して800人のサンプルがあ
れば信頼度は高いと考えている。

答 体育館の必要性について丁寧な説明に努める。

市民はコロナ禍で財政の先行きが見えないことを
大変心配しているがどうか。

問

答

※その他、議会から出された質問については

2021年「陽だまり Vol. 167」の裏表紙にも掲載しています。
副議長

近藤  勝久

02 陽だまり 01陽だまり



04 陽だまり 03陽だまり
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・
特
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日向市水道事業給水条例の一部を改正する条例

結
　
果

　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員名

議案名

可
決

黒
木
高
広

三
樹
喜
久
代

黒
木
金
喜

小
林
隆
洋

若
杉
盛
二

松
葉
進
一

海
野
誓
生

徳
永
幸
治

三
輪
邦
彦

富
井
寿
一

柏
田
公
和

西
村
豪
武

友
石
　
司

黒
木
英
和

近
藤
勝
久

森
腰
英
信

日
髙
和
広

畝
原
幸
裕

黒
木
万
治

日向市水道事業給水条例の一部を改正する条例について

討　論

　今回の水道料金の値上げは２４.７％と近来にな
い値上げだ。ロシア侵攻に伴う原油高から生活
物質のすべてが値上がりした。水道料金の値上
げは市民にとっては、まさに死活の問題だ。市民
が納得する料金値上げは出来ないか。
（徳永幸治）

　古くなった管路をどんどん新しくしていく財源
を確保する視点からも、現在県内でも最も安価な
料金設定になっていることを踏まえれば、料金の
値上げには賛成である。
（柏田公和）

賛  

成
反  

対

水道料金値上げ！ その経緯と根拠は条　例
Pick Up！

計23件の議案が提案

審査し決まったことを
見てみよう！ 3件2件

事件決議人事案件

8件
専決処分

7件
補正予算

3件
条　例

賛否が分かれた議案と結果

○は賛成、●は反対。議員名は左から議席順。黒木高広議員は議長職のため通常は表決権はありません。

請願と審議結果 市民からの意見や要望を審議しました

有田　辰二 さん
宮崎市大字大瀬町５９８３-１
宮崎県農民組合連合会　 会長

ありた たつじ

「水田活用の直接支払交付金」の見直しを
中止し、すべての農家経営への支援策強化
を求める

請願 第８号

■ 陳情者

■ 趣　旨
関口  義郎 さん日向市大字幸脇５４３番地１２５
せきぐち よしろう

日向市金ケ浜地区ニュータウン内道路の
市道への認定について

新　規 新　規請願 第７号

■ 陳情者

■ 趣　旨

日
向
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

賛
成
多
数
で
可
決

6月 
定例会

産業建設水道委員会において、議案第54号「日向市水道事業給水条例の一部を改正する条例」案が審
査されました。水道料金改定の議案です。
委員会では料金改定の経緯についての質疑があり、水道課からは「1996年（平成8年）4月が直近の料金
改定で、その後にも協議は行ってきたが、業務効率化による維持管理費の低減等、経営努力に努めてきた。
しかし人口減少や、震災等に鑑みた施設等の強靭化が課題となり、給水収益の減少や、施設整備に要する
費用が増大する中で、料金改定はやむを得ないとの結論に至った。」との答弁がありました。
委員会では全員一致で可決しました。

新型コロナウイルス感染症経済対策追加議案上程追加補正
Pick Up！

❶ 食材価格高騰分を学校給食会へ支援 ............ 1,200万円
❷ 水道料金基本料金免除 ................................ 2億400万円
❸ 施設園芸燃油高騰対策等農業経営支援 ....... 1,600万円

❹ 畜産農家対象経営支援 ......... 2,360万円
❺ 交通事業者運行継続支援 ........  590万円
❻ 稼げる看板商品創出 ................  790万円

※並行して物価高騰の中、負担軽減のため、8月検針から翌年1月検針までの6か月間、水道料金のうち基本
料金を全世帯全額免除することが決定しました。（財源は主に新型コロナ対策地方創生臨時交付金です。）

事業撤退した電力会社に損害賠償の訴え！事件決議
Pick Up！

世界的なエネルギー価格の高騰により、市内の教育関連施設に電力を供給していた新電力会社が、事業
撤退を余儀なくされました。それにより、電気料金が当初の2倍近く膨らみ、本市に損害を与えた相手方に
対し、損害賠償を求める訴訟を提起しました。（議案第59号）
文教福祉委員会では、訴訟の見通しについての質疑があり、所管課からは「損害を受けている以上、市民
の公金を預かる市として、適切に対応していきたい。」「何もせずに手をこまねいていることは出来ない。
市民に対して、損害賠償を求めていく姿勢を見せていく必要がある。」との答弁がありました。
また、最終保障供給料金が引き上げられた場合、改めて補正予算を組む必要があると言及されました。
委員会では全員一致で可決しました。

物価高騰によりダメージを受けている各方面への経済支援策を全員一致で可決しました。

2022年（令和４年）６月７日をもって任期
満了となるため、引き続き選任されました。

固定資産評価審査委員会委員の選任について人事案件
Pick Up！

黒木孝利さんの任期が、2022年（令和４年）６月７日
をもって満了となるため、新たに選任されました。

うめの みわこ

梅野 美和子さん 
くろぎ まさよし

黒木 雅由さん 新 任

主な支援策

結　果     採  択結　果     継 続 審 査

　金ケ浜地区ニュータウンには78戸の住宅があり、
金ケ浜の海岸にも近く、サーファーの移住にも適し
ているため今後も住宅の増加が想定されている。現
在の同ニュータウン内道路は、市有地であるが、市
道に認定されていない。
1. 道路に速度制限の標識等がないために交通事故
の危険性。
2. 側溝蓋がないところ、道路の一部破損など通学
路としても危険な状態。
3. 防犯灯の設置が不十分である。
これらのことから、市道に認定していただきたい。

　政府は、「水田活用の直接支払交付金」の見直し
を明らかにした。その内容は、畔や水路がなく水張り
ができない水田や、2022年（令和４年）から2026年
（令和８年）の５年間に１度も米を作らなかった水田
は、「水田活用の直接支払交付金」の対象水田から
外されるというもの。交付金の対象から外される
水田は、耕作放棄地となり、さらに自給率の低下を
招くことが考えられることから、交付金の削減を
行うことなく、食料自給率の向上を目指して、すべて
の農家を対象にした施策・予算の一層の拡充が必要
となる旨の意見書を国へ提出してほしい。

※※※※

※人事案件 .....  地方自治法等に基づいて、議会の同意を必要とする人事議案
※条　　例 .....  地方公共団体がその自治権に基づいて議会の議決によって制定する自主法の１つ
※事件決議 .....  日向市議会では、議案のうち条例、予算、人事以外のものを一括して事件決議と呼んでいます。
※補正予算 .....  年度当初の予算（当初予算）に、追加・その他の変更を加えるため提出される予算（地方自治法第 218条１項）
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全
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全
員一致
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上
限
額
の
１
０
２
万
円
と
な
る
の
は
、51
世
帯
で
あ
り
、保
険

税
収
入
額
で
１
５
０
万
の
増
が
見
込
ま
れ
る
。
上
限
額
の
引
き

上
げ
に
よ
り
、
高
所
得
者
層
に
一
定
の
負
担
を
し
て
い
た
だ
く

事
で
、
中
間
所
得
層
の
負
担
増
を
回
避
す
る
効
果
が
期
待
で
き

る
。

　

従
来
の
学
校
巡
回
で
の
貸
し
出
し
や

出
張
読
み
聞
か
せ
に
加
え
、
移
動
自
粛
や

感
染
リ
ス
ク
へ
の
不
安
の
あ
る
高
齢
者
や

障
が
い
者
の
方
々
へ
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
。

課
題
等
が
出
れ
ば
調
査
研
究
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　

対
象
事
業
者
は
、
バ
ス
事
業
者
が

3
社
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
５
社
、
福

祉
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
５
社
、代
行
運

転
事
業
者
10
社
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
急
激
に
落
ち
込
ん
だ
観
光
需
要
を
喚
起
す
る
た
め
、
馬
ケ
背

の
ス
ケ
ル
ッ
チ
ヤ
、
サ
ン
パ
ー
ク
の
大
型
複
合
遊
具
施
設
を
県

外
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
。
経
済
効
果
の
高
い
宿
泊
型
観
光
事
業

は
、非
常
に
重
要
で
あ
る
。

　

最
大
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
ク
ラ
ス
の
地
震
、
沿
岸
に
最
大

15
ｍ
の
津
波
を
想
定
し
、
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て

お
り
、
避
難
山
は
、
そ
の
場
所
の
浸
水

深
に
耐
え
う
る
高
さ
で
あ
る
。

　

業
務
用
エ
ア
コ
ン
か
ら
家
庭
用
に
代
替
出

来
な
い
か
と
い
う
意
見
を
貰
っ
た
が
、仕
様
を

変
更
す
る
と
な
る
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を

含
め
割
高
に
な
る
と
考
え
る
。今
後
仕
様
決
定

の
中
で
、コ
ス
ト
削
減
を
検
討
し
た
い
。

　
６
月
18
日
現
在
で
３
回
目
接
種
完
了
者
が
75・７
％
で
県
平
均

よ
り
若
干
低
い
数
値
で
あ
る
。ま
た
５
月
末
に
若
い
世
代
の
モ
デ

ル
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
予
約
が
入
ら
な
い
状
況
が
続
き
、使
用
期
限
が

短
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、約
2
0
0
0
回
分
の
廃
棄
が
出
た
。

　

交
付
対
象
の
８
事
業（
高
校
魅
力
向
上
支
援
事
業
・
定
住

促
進
事
業
等
）
に
つ
い
て
コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
が
実
施
で
き
な

か
っ
た
た
め
に
２
６
７
９
万
６
０
０
０
円
の
減
額
予
算
と
な
っ

た
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正
の

市
民
生
活
へ
の
影
響
は

コ
ロ
ナ
対
策
交
通
事
業
者
の
運
行

継
続
支
援
事
業
は

コ
ロ
ナ
対
策
の
観
光
誘
客
再
起

事
業
は

　
修
繕
予
定
戸
数
は
20
戸
で
、場
所
は
指
定
管
理
者
と
協
議
し

て
い
く
。対
象
者
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
離
職
や
収
入
の

減
少
し
た
子
育
て
世
帯
、ひ
と
り
親
世
帯
、高
齢
者
の
方
を
対
象

と
考
え
て
い
る
。

公
営
住
宅
の
修
繕
戸
数
と
場
所
、

入
居
対
象
者
は

地
方
創
生
推
進
交
付
金
が
減
額

予
算
と
な
っ
て
い
る
が
な
ぜ
か

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
状
況
は

移
動
図
書
館
の
運
用
形
態
と
対
象

者
は

平
岩
ふ
れ
あ
い
館
エ
ア
コ
ン
入
れ

替
え
工
事
の
コ
ス
ト
削
減
を

「
避
難
山
」に
つ
い
て
、南
海
ト
ラ
フ

の
地
震
に
耐
え
ら
れ
る
の
か

産業建設
水道委員会

産業建設
水道委員会

産業建設
水道委員会

文教福祉
委員会

文教福祉
委員会

文教福祉
委員会

総務政策
環境委員会

総務政策
環境委員会

総務政策
環境委員会

委
員
会
審
査
と
は

　
日
本
の
自
治
体
議
会
は
委
員
会
制
度
が
採
用
さ
れ
て

お
り
、
詳
細
な
審
査
は
本
会
議
で
は
な
く
委
員
会
で
行
い

ま
す
。定
例
会
最
終
日
の
本
会
議
で
、
各
委
員
会
の
委
員

長
か
ら
審
査
結
果
の
報
告
を
受
け
、
そ
の
中
で
特
に
重
要

な
案
件
に
は
付
言（
委
員
会
と
し
て
の
意
見
・
要
望
）を
つ

け
、そ
れ
を
踏
ま
え
て
討
論
・
採
決
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
で
の
支
援
・
給
付
時
は
対
象
者
が

き
ち
ん
と
網
羅
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

情
報
の
出
し
方
を
丁
寧
に

す
る
こ
と

　
水
道
料
金
が
、2
0
2
3
年（
令
和
５
年
）１
月
か
ら
、２
段
階

で
改
定
さ
れ
る
。ま
た
、
今
年
の
８
月
か
ら
半
年
間
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
や
、
最
近
の
、
物
価
高
騰
で
軽
減
を
図
る
た
め
、
基
本

料
金
免
除
措
置
に
つ
い
て
、
契
約
者(

使
用
者
）に
、
漏
れ
な
く

丁
寧
に
説
明
を
行
う
こ
と
。

水
道
料
金
の
改
定
と
、
基
本
料
金
の

免
除
に
つ
い
て
、丁
寧
な
説
明
を

産業建設
水道委員会

文教福祉
委員会

対応を
求めました！！
対応を
求めました！！
対応を
求めました！！
対応を
求めました！！

対応を
求めました！！
対応を
求めました！！
対応を
求めました！！
対応を
求めました！！

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
が
、
行
政
に
ど
の
よ
う
な

対
応
を
求
め
て
い
る
の
か
見
て
み
よ
う
！

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
が
ど
ん
な
質
問
を
し
て
、

行
政
は
ど
の
よ
う
な
答
弁
を
し
て
い
る
の
か
を
見
て
み
よ
う
！

委
員
長
報
告

委員会に
        おける審査

06 陽だまり 05陽だまり※委員会 ..... 委員会には、常任委員会、議会運営委員会、特別委員会の３つがあり、
日向市議会では、常任委員会として総務政策環境、文教福祉、産業建設水道の３委員会が、
特別委員会として総合防災対策、議会改革、議会広報、新型コロナウイルス感染症対策の4委員会が活動しています。

※本会議 ..... 議員全員が議場に集まって市議会の最終的な意思を決定する会議

※

※



構
成
・
特
集

い
っ
ぱ
ん
質
問

委
員
長
報
告

６
月
定
例
会

※プラスチック資源循環促進法 .....  プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律の略で、
製品の設計から廃棄物の処理まで、プラスチックの商流全てにおける資源の循環等の取組を促進するための法律

※

日向市議会の議員の人数（定数）は
20人です。日向市議会議員定数条
例によって定められています。

日向市議会議員って
何人いるの？

議員さん！
教えて
議員さん！
教えて
議員さん！
教えて どなたでも傍聴することができます。

気軽に庁舎4階傍聴席までお越しください。

議会傍聴に行ってみよう！

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
は

「
弱
視
」の
早
期
発
見
に
、

屈
折
検
査
の
導
入
を

暗
所
視
支
援
眼
鏡
を
障
が
い
者
の

日
常
生
活
用
具
給
付
対
象
に

それぞれの議員が、どんな質問や提言をして
行政は、どのような答弁をしているのかを見てみよう！

▲ スポットビジョンクリーナー
  （屈折検査機器）

事
例
に
学
ぶ「
内
部
統
制
」の

徹
底
と
今
後
の
取
組
み
は

市
総
合
体
育
館
整
備

基
本
計
画
の
見
直
し
等
再
考
察
は

義
務
教
育
で
の
環
境
教
育
は

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

▲ 中心市街地に建設を望む声がある体育館

内
部
統
制
は
、

「
不
祥
事
防
止
、
適
正

な
業
務
を
確
保
す
る
庁

内
体
制
」
で
あ
る
。
先

日
、
阿
武
町
職
員
の
事

務
処
理
で
、
４
６
３
０

万
円
の
誤
送
金
の
報
道

が
あ
っ
た
。
過
去
に
本

市
で
も
、
不
祥
事
案
が

あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

策
定
と
作
業
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
が
急
務
だ
が
ど

う
か
。日

向
市
行
革
大
綱

実
施
計
画
で
、
本
年
度

は
組
織
的
な
取
り
組
み

の
方
向
性
と
全
庁
的
な

体
制
整
備
の
指
針
を
掲

げ
て
い
る
。
現
在
、
総

務
部
等
で
不
適
切
な
事

務
処
理
や
懲
戒
処
分
事

案
、
定
期
監
査
で
の
指

摘
事
項
等
、
過
去
の
事

例
を
収
集
、
原
因
分
析

し
、
対
応
策
を
検
討
し

て
い
る
。
可
視
化
、
系

統
化
を
図
り
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
及

び
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
体
制
の
強
化
や
業
務

効
率
化
を
推
進
す
る
た

め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

整
備
し
て
い
く
。

総
合
体
育
館
建

設
着
工
予
定
の
2
0

2
5
年
（
令
和
７
年
）

度
時
点
で
、
建
築
資
材
、

労
務
費
等
の
建
設
費
高

騰
が
確
実
視
さ
れ
、
将

来
に
禍
根
を
残
さ
な
い

為
に
も
大
幅
な
見
直
し

等
再
考
察
を
す
べ
き
で

は
。

本
計
画
は
、
工
事

費
の
高
騰
を
想
定
し
、

概
算
約
42
億
円
と
見
込

ん
で
い
る
。
物
価
高
騰

し
た
場
合
で
も
、
こ
の

体
育
館
の
必
要
性
、
長

期
的
な
災
害
拠
点
施
設

の
位
置
付
け
で
市
民
の

理
解
の
も
と
、
建
設
を

し
て
い
き
た
い
。

「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
資
源
循
環
促
進
法
」

の
運
用
や
対
応
の
取
組

み
で
、
11
月
の
一
斉
清

掃
の
場
に
教
育
現
場
の

先
生
を
含
め
、
児
童
生

徒
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

一
緒
に
汗
を
流
す
環
境

教
育
の
推
奨
が
必
要
で

は
。

実
践
的
な
態
度
を

育
て
る
観
点
か
ら
、
土

日
に
保
護
者
も
含
め
、

地
域
の
環
境
美
化
活
動

に
参
加
す
る
態
度
を
育

て
る
こ
と
を
学
校
に
も

働
き
掛
け
て
い
き
た
い
。

みなさんの代わりに尋ね、また政策を提言しました。

いっぱん質問
いっぱん質問とは？
議員が、市の政策などに対してその執行の状況、

課題または将来の方針などを市長などに直接質問したり、

政策提言を行うことです。

今回も、さまざまな質問、提言がありました。

その中から各議員が選んだ質問と答弁を紹介します。

にしむら

西村 豪武議員
おさむ

 　
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
活
用
に
よ
る
生
活
者
、

事
業
者
へ
の
支
援
策
は
。

農
畜
産
業
の
経
営

維
持
や
学
校
給
食
の
安

定
供
給
に
向
け
た
支
援
、

事
業
者
向
け
の
貸
付
利

子
補
給
制
度
の
拡
充
な

ど
経
済
対
策
を
本
定
例

会
中
に
追
加
提
案
す
る
。

 　
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
ま
ん
延
す
る

中
で
、
帯
状
疱
疹
を
発

症
す
る
市
民
が
急
増
し

て
い
る
。
発
症
を
防
ぐ

た
め
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
て
、
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
は

で
き
な
い
か
。

国
の
審
議
会
で
、

定
期
予
防
接
種
化
の
検

討
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
国
の

動
向
を
注
視
す
る
。

子
ど
も
の
50
人

に
１
人
が
弱
視
（
視
力

が
未
発
達
の
状
況
）
で

あ
る
。
子
ど
も
の
視
力

は
、
６
〜
８
歳
ま
で
に

決
ま
る
。
３
歳
児
健
診

と
を
検
討
す
る
。

網
膜
色
素
変
性

症
（
難
病
）
の
患
者
が
、

暗
い
と
こ
ろ
で
も
明
る

く
見
や
す
く
す
る
暗
所

視
支
援
眼
鏡
は
、
購
入

費
用
が
約
40
万
円
で
、

経
済
的
負
担
が
大
き
い
。

日
常
生
活
用
具
給
付
対

象
に
な
れ
ば
、
国
が
２

分
の
１
、
県
が
４
分
の

１
の
補
助
が
受
け
ら
れ

る
。
給
付
対
象
に
で
き

な
い
か
。

給
付
対
象
の
取
り

扱
い
つ
い
て
は
、
他
自

治
体
の
状
況
も
確
認
し

な
が
ら
調
査
研
究
す
る
。

に
屈
折
検
査
を
導
入
し
、

弱
視
の
早
期
発
見
に
よ

る
視
力
の
健
全
な
発
育

を
図
る
べ
き
だ
が
い
か

が
か
。屈

折
検
査
は
、
眼

科
医
療
機
関
に
委
託
し
、

視
能
訓
練
士
の
派
遣
お

よ
び
屈
折
検
査
機
器
で

の
検
査
を
行
っ
て
い
る
。

検
査
対
象
児
は
、
医
師

の
問
診
や
視
力
検
査
等

の
結
果
に
よ
り
、
屈
折

異
常
や
弱
視
の
疑
い
が

あ
る
児
童
と
し
て
い
る

が
、
今
後
は
健
診
児
童

全
員
を
対
象
と
す
る
こ

みつぎ

三樹 喜久代議員
きくよ

次回のいっぱん質問は9月5日 からの
予定です。月

Q2Q3 Q1

Q2 Q1Q3
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Q 
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市
長

市
長

教
育
長
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部
長
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3

 

Q 

2

 A
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A

市
長

市
長

市
長

Q
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い
っ
ぱ
ん
質
問

委
員
長
報
告

６
月
定
例
会

構
成
・
特
集

友石 司議員
ともいし つかさ

議会傍聴に行ってみよう！

い
っ
ぱ
ん
質
問

そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
、
ど
ん
な
質
問
や
提
言
を
し
て

行
政
は
、
ど
の
よ
う
な
答
弁
を
し
て
い
る
の
か
を
見
て
み
よ
う
！

▲  IT人材育成に相応しい環境

どなたでも傍聴することができます。
気軽に庁舎4階傍聴席までお越しください。

金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
を

I
T
人
材
育
成
の
環
境
と
現
状
は

M
a
a
S
と
交
通
弱
者
対
策
は

紙
幣
自
体
も
デ

ジ
タ
ル
通
貨
が
存
在
し

流
通
し
て
い
る
現
在
、

本
市
の
学
校
教
育
の
中

で
の
「
お
金
」
へ
の
向

き
合
い
方
や
取
り
組
み

状
況
は
。

近
年
、
金
融
を
取

り
巻
く
環
境
が
大
き
く

変
化
し
、
多
様
化
し
て

い
る
。
金
融
教
育
は
小

学
校
か
ら
高
等
学
校
ま

で
の
家
庭
科
の
中
に
位

置
づ
け
ら
れ
、
児
童
生

徒
の
発
達
の
段
階
に
応

じ
、
お
金
の
使
用
や
管

理
に
関
す
る
、
正
し
い

知
識
や
判
断
力
を
身
に

付
け
ら
れ
る
よ
う
推
進

し
て
い
く
。

行
政
主
導
や
、

民
間
活
力
に
よ
る
世
界

的
に
も
枯
渇
し
て
い
る

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

等
の
人
材
育
成
に
特
化

し
た
専
門
学
校
や
職
業

訓
練
の
よ
う
な
場
の
創

設
の
可
能
性
は
。

I
T
企
業
の
誘
致

に
向
け
た
県
内
外
の
企

業
と
の
意
見
交
換
会
を

実
施
し
て
い
る
が
、

「
I
T
人
材
の
確
保
は
、

に
お
い
て
、
国
の
提
案

し
て
い
る
「
日
本
版

M
a
a
S
」
な
ど
、
交

通
弱
者
対
策
や
、
交
通

イ
ン
フ
ラ
の
デ
ジ
タ
ル

化
へ
の
認
識
は
。

分
散
化
し
た
生
活

拠
点
、
自
家
用
車
依
存

な
ど
の
地
域
特
性
に
よ

り
、
交
通
事
業
者
の
採

算
性
悪
化
の
課
題
が
あ

る
。
対
策
と
し
て
、
運

賃
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
や
A
I
（
人
工
知

能
）
を
活
用
し
た
オ
ン

デ
マ
ン
ド
輸
送
サ
ー
ビ

ス
な
ど
、
交
通
イ
ン
フ

ラ
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
必

要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

進
出
後
の
大
き
な
不

安
」
と
の
意
見
も
多
く
、

人
材
育
成
の
重
要
性
は

高
い
。
そ
の
た
め
、
受

け
皿
と
な
る
I
T
企
業

の
誘
致
を
最
優
先
に
取

り
組
み
な
が
ら
、
誘
致

後
の
人
材
確
保
に
向
け

た
民
間
業
者
と
の
連
携

に
つ
い
て
も
、
情
報
収

集
を
進
め
て
い
き
た
い
。

厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
公
共
交
通

▲ 日向市体育センター

市
民
か
ら
物
価

が
上
が
り
生
活
が
苦
し

く
な
り
、
市
営
住
宅
を

借
り
よ
う
と
し
た
が
、

募
集
戸
数
が
少
な
く
あ

き
ら
め
た
と
聞
い
た
。

年
間
募
集
は
何
回
行
い
、

募
集
戸
数
は
総
計
何
戸

か
。

現
在
、
29
団
地
、

１
３
２
６
戸
を
保
有
し

て
い
る
。
入
居
者
の
定

期
募
集
は
１
年
に
４
回

実
施
し
て
お
り
、
年
間

で
30
戸
程
度
を
募
集
し

て
い
る
。サ

ル
痘
と
い
う

新
た
な
ウ
イ
ル
ス
が
出

現
し
た
。
今
回
の
ウ
イ

ル
ス
は
、
全
身
に
発
疹

が
出
来
る
う
え
、
接
触

感
染
す
る
。
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
の
よ
う
に
家
庭
内

療
養
で
は
対
処
で
き
な

い
。
東
郷
診
療
所
を
再

度
有
床
申
請
し
、
隔
離

施
設
が
出
来
な
い
か
。

感
染
症
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
そ
の
種

類
に
よ
り
、
医
療
機
関

が
上
昇
す
る
と
思
わ
れ

る
。
体
育
館
建
設
の
よ

う
な
負
担
増
は
中
止
し

た
方
が
賢
明
な
の
で
は
。

計
画
的
な
起
債
に

よ
る
借
入
を
行
っ
て
お

り
、
補
助
制
度
の
活
用

や
、
起
債
の
交
付
税
措

置
に
も
留
意
し
な
が
ら

財
源
の
確
保
に
努
め
て

い
る
。
今
後
と
も
、
借

入
利
率
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
財
政
負
担
の
軽

減
を
図
り
な
が
ら
、
必

要
な
公
共
施
設
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

市
営
住
宅
の
年
間
募
集

回
数
お
よ
び
戸
数
は

東
郷
診
療
所
を
有
床
化
し
て

隔
離
施
設
に

総
合
体
育
館
建
設
の
見
直
し
を

の
対
処
方
法
が
異
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
危
険
度
に

対
応
し
た
診
療
機
能
を

備
え
、
感
染
症
対
策
に

専
門
的
知
見
を
有
す
る

医
療
従
事
者
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
東
郷
診
療

所
へ
の
感
染
症
に
対
応

し
た
病
床
の
整
備
は
困

難
で
あ
る
。

世
界
の
金
利
は
、

上
昇
ベ
ー
ス
で
あ
る
。

日
本
も
い
ず
れ
は
金
利

とくなが

徳永 幸治議員
こうじ

大
規
模
災
害
に
対
す
る

備
え
は
十
分
か

「
ひ
む
か
Ｙ
Ｏ
Ｕ
ゆ
う
ク
ラ
ブ
」の

支
援
策
は

 　
避
難
計
画
を

策
定
し
て
い
る
地
区
は

少
な
い
が
、
要
因
と
対

策
は
。役

員
が
多
忙
な
こ

と
や
作
成
方
法
の
戸
惑

い
、
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
が

主
な
要
因
。
地
区
の
班

長
会
な
ど
へ
積
極
的
に

出
向
き
、
支
援
す
る
。

 　

 
防
災
無
線
に

よ
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
、

風
雨
等
で
聞
き
づ
ら
い
。

戸
別
受
信
機
の
設
置
を

望
む
声
が
多
い
が
ど
う

か
。

携
帯
・
固
定
電
話

や
Ｆ
Ａ
Ｘ
へ
の
配
信
サ

ー
ビ
ス
の
登
録
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
災
害
情
報
シ
ス
テ

ム
等
を
活
用
し
た
情
報

発
信
に
努
め
て
い
る
。

 　
避
難
山
の
強

度
は
。地

盤
調
査
や
津
波

高
、
流
速
等
を
解
析
し

て
整
備
さ
れ
て
い
る
。

十
分
な
強
度
が
あ
る
こ

と
を
改
め
て
市
民
の
皆

さ
ん
へ
説
明
し
た
い
。

　

 

避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
は
一
部
の

方
し
か
入
手
で
き
な
い
。

有
事
の
際
に
支
障
は
な

い
か
。個

人
情
報
保
護
・

管
理
の
徹
底
を
明
記
し

た
協
定
締
結
で
協
力
団

未
整
備
避
難
所
に
は
、

市
が
備
蓄
又
は
今
後
調

達
し
て
配
備
す
る
。

W
i-
F
i
は
、
本
年
度
、

避
難
所
３
施
設
に
配
備

予
定
で
あ
る
。

「
ひ
む
か
Ｙ
Ｏ

Ｕ
ゆ
う
ク
ラ
ブ
」
の
会

員
数
減
対
策
と
旧
岩
脇

中
・
部
活
動
棟
に
保
管

し
て
い
る
備
品
の
撤
去

要
請
の
理
由
を
問
う
。

今
後
も
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
の
要
と
し
て
自
立

し
た
運
営
が
で
き
る
よ

う
協
議
を
重
ね
る
。
今

年
９
月
ご
ろ
か
ら
旧
岩

脇
中
の
解
体
工
事
に
着

手
。
安
全
性
の
配
慮
か

ら
撤
去
を
要
請
し
て
い

る
。
今
後
も
協
議
を
続

け
る
。

体
等
へ
の
名
簿
提
供
が

可
能
で
あ
る
。

　

 

市
民
参
加
型

の
避
難
所
運
営
訓
練
の

必
要
性
は
。
ま
た
、
各

避
難
所
へ
非
常
電
源
装

置
や
W
i-

F
i
の
整
備

は
で
き
な
い
か
。

避
難
所
ご
と
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
整
備
に
向
け
、

訓
練
に
取
り
組
む
。
非

常
用
電
源
装
置
は
、
小

中
校
５
校
に
整
備
済
み
。

こばやし

小林 隆洋議員
たかひろ

次回のいっぱん質問は9月5日 からの
予定です。月

▲ 財光寺・切島2区の津波避難山
  （高さ10ｍ）

※

※

※

※MaaS .................................... ICT（情報通信技術）を活用してマイカー以外の移動をシームレスにつなぐという概念
※ひむか YOUゆうクラブ ..... 市の総合型地域スポーツクラブ

※オンデマンド .....  ユーザの要求があった際に、その要求に応じてサービスを提供する事

市役所4階の北側に本会議場があります。
その他にも、委員会室や議員会議室など関
連施設が配置されています。日向市の方向性
が決定される重要な場所となっています。

本会議場はどこに
あるの？

議員さん！
教えて
議員さん！
教えて
議員さん！
教えて

Q 

1

 AA

A市
長
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長
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構
成
・
特
集

い
っ
ぱ
ん
質
問

委
員
長
報
告

６
月
定
例
会

※インボイス制度 .....  取引内容や消費税率、消費税額などの記載要件を満たした請求書などを発行・保存する制度

※

日髙 和広議員
ひだか かずひろ

議会傍聴に行ってみよう！

い
っ
ぱ
ん
質
問

そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
、
ど
ん
な
質
問
や
提
言
を
し
て

行
政
は
、
ど
の
よ
う
な
答
弁
を
し
て
い
る
の
か
を
見
て
み
よ
う
！

▲ 防災行政無線

どなたでも傍聴することができます。
気軽に庁舎4階傍聴席までお越しください。

細
や
か
な
聞
き
取
り
で

コ
ロ
ナ
対
策
を

防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
に
工
夫
を

新
し
い
お
墓
の
在
り
方
と

納
骨
堂
へ
の
見
解
は

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

に
向
け
て
業
種
ご
と
に

現
状
調
査
を
し
、
細
や

か
な
聞
き
取
り
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
に
よ
り
、
業
種
別

に
経
営
へ
の
影
響
な
ど

に
つ
い
て
分
析
を
行
う

と
と
も
に
、
各
部
局
に

お
け
る
継
続
的
な
事
業

者
へ
の
聴
き
取
り
な
ど

を
通
し
て
、
事
業
者
の

ニ
ー
ズ
や
課
題
の
把
握

に
努
め
て
き
た
。

防
災
行
政
無
線

シ
ス
テ
ム
の
利
用
状
況

に
お
い
て
、
感
染
者
の

発
生
状
況
や
年
代
別
発

生
状
況
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
状
況
な
ど
の
放
送
は

で
き
な
い
の
か
。

放
送
に
あ
た
っ
て

は
、
受
け
取
る
側
の
市

民
の
皆
さ
ん
の
反
応
も

様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

正
確
か
つ
分
か
り
や
す

い
情
報
伝
達
に
努
め
て

い
る
。
防
災
行
政
無
線

は
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
情
報
量
や
内
容
に
限

り
が
あ
り
、
今
後
も
感

係
機
関
で
構
成
す
る

「
日
向
市
営
墓
地
の
在

り
方
検
討
委
員
会
」
に

お
い
て
、
新
た
な
埋
葬

形
態
や
運
営
方
法
な
ど

の
検
討
を
行
っ
て
お
り
、

今
年
度
中
に
報
告
書
を

ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

2
0
2
0
年
（
令

和
２
年
）
８
月
に
実
施

し
た
「
お
墓
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に

お
い
て
、
約
３
割
の
方

が
、
埋
葬
形
態
と
し
て

納
骨
堂
を
希
望
す
る
結

果
と
な
っ
て
お
り
、
納

骨
堂
は
一
定
の
ニ
ー
ズ

が
あ
る
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。

染
防
止
に
つ
い
て
の
注

意
喚
起
や
意
識
啓
発
の

手
段
と
し
て
活
用
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

新
し
い
お
墓
の

形
と
市
営
納
骨
堂
に
つ

い
て
、
当
局
の
見
解
は
。

今
後
の
墓
地
の
在

り
方
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
1
年
（
令
和
３

年
）
10
月
に
設
置
し
た

公
募
に
よ
る
市
民
や
関

▲ インボイス制度は中止せよ

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
も
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
。
会
員
は
消
費

税
法
上
、
「
事
業
者
」

と
扱
わ
れ
て
い
る
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
が
導
入
さ

れ
る
と
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
が
消
費
税

を
負
担
す
る
か
会
員
が

課
税
事
業
者
に
な
る
か

迫
ら
れ
て
い
る
。
高
齢

者
の
雇
用
、
就
業
の
機

会
、
社
会
参
加
を
奪
う

こ
と
に
な
る
、
人
材
セ

ン
タ
ー
に
ま
で
新
た
な

増
税
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
見
解
を
問

い
た
い
。

課
税
事
業
者
は
、

仕
入
れ
先
か
ら
イ
ン
ボ

イ
ス
が
発
行
さ
れ
な
い

場
合
、
そ
の
取
り
引
き

に
係
る
消
費
税
額
を
新

た
に
負
担
す
る
こ
と
に

な
る
た
め
、
取
引
先
を

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業

者
に
変
更
す
る
ケ
ー
ス

や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
よ
う
に
新
た
な

財
源
確
保
が
必
要
に
な

る
な
ど
、
今
後
の
運
営

に
支
障
を
き
た
す
事
業

者
が
出
て
く
る
の
で
は

と
懸
念
し
て
い
る
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
を
機
に
世

界
の
食
糧
価
格
が
高
騰

減
少
し
て
い
る
。
基
幹

的
農
業
従
事
者
数
は
、

2
0
1
5
年
は
１
１
８

１
人
、
2
0
2
0
年
で

は
９
２
２
人
と
、
約

22
％
減
少
し
て
お
り
高

齢
化
の
影
響
が
あ
る
。

市
道
奥
野ｰ

小

原
線
の
拡
幅
事
業
は
そ

の
後
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
早
急
の
整
備
を

求
め
た
い
。

本
路
線
は
、
奥
野

地
区
か
ら
小
原
地
区
を

結
ぶ
延
長
約
２
・
４
km

の
市
道
で
あ
る
が
、
幅

員
が
狭
く
、
見
通
し
の

悪
い
箇
所
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
優
先
度
が
高
い

路
線
と
認
識
し
て
い
る
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
の

中
止
を
求
め
る

持
続
可
能
な
農
業
、

農
村
の
再
編
状
況
は

市
道 

奥
野-

小
原
線
の

拡
幅
事
業
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
は

し
、
食
糧
供
給
を
外
国

に
委
ね
て
き
た
日
本
の

食
糧
自
給
率
は
37
％
と

史
上
最
低
に
な
っ
て
い

る
。
本
市
に
お
け
る
農

地
面
積
、
基
幹
的
農
業

従
事
者
は
ど
う
推
移
し

て
い
る
か
。

2
0
1
5
年
（
平

成
27
年
）
の
農
地
面
積

は
約
８
２
４
ha
。

2
0
2
0
年
（
令
和
２

年
）
で
は
約
７
５
５
ha

と
５
年
間
で
69 

ha
８
％

くろぎ

黒木 万治議員
まんじ

コ
ロ
ナ
禍
の
市
民
の

不
安
や
困
り
感
は

障
が
い
者
の
投
票
権
行
使
に

お
け
る
合
理
的
配
慮
と
は

「
家
庭
内
ケ
ア
ラ
ー
」が

問
い
か
け
る
も
の
と
は

▲ 医療的ケアをする母親

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
対

す
る
、
市
民
の
不
安
や

困
り
感
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
捉
え
、
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

や
相
談
業
務
等
を
通
し

て
把
握
し
て
い
る
。
今

後
も
引
き
続
き
、
ニ
ー

ズ
の
把
握
を
通
し
て
、

市
民
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
、
適
切
か

つ
効
果
的
な
支
援
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

 　障
が
い
の
あ
る

人
に
と
っ
て
、
投
票
す

る
権
利
の
困
難
な
状
況

が
少
な
く
な
い
。
選
挙

に
お
け
る
障
が
い
者
へ

の
「
合
理
的
配
慮
」
は

ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て

い
る
の
か
。

多
く
の
投
票
所
が

自
治
公
民
館
だ
が
、
有

権
者
が
靴
を
履
い
て
入

場
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
出
入
り
口
の
段

差
が
大
き
い
場
合
は
ス

ロ
ー
プ
の
用
意
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
座
っ
て

暗
黙
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
問
い
直
す
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
。

家
族
の
介
護
・
介

助
は
、
家
庭
内
で
担
う

こ
と
が
前
提
と
考
え
て

い
る
。
し
か
し
、
家
庭

の
介
護
力
は
家
庭
の
状

況
に
よ
り
異
な
る
し
、

必
要
な
介
護
の
内
容
や

程
度
も
様
々
な
の
で
、

不
足
す
る
部
分
は
、
介

護
者
の
精
神
的
・
肉
体

的
負
担
の
軽
減
を
図
る

上
で
も
、
適
正
な
公
的

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を

提
供
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。

記
載
で
き
る
よ
う
に
低

め
の
記
載
台
と
椅
子
を

用
意
し
、
投
票
用
紙
の

滑
り
止
め
シ
ー
ト
等
の

用
意
も
し
て
い
る
。
投

票
方
法
で
不
明
な
点
が

あ
れ
ば
、
事
務
事
業
者

か
ら
丁
寧
に
説
明
し
て

い
る
。

家
族
の
介
護
・

介
助
は
、
誰
が
、
ど
の

よ
う
に
行
う
べ
き
な
の

か
。
ま
た
、
家
族
は
ケ

ア
を
担
う
べ
き
と
い
う

みわ

三輪 邦彦議員
くにひこ

次回のいっぱん質問は9月5日 からの
予定です。月

本会議を見る（傍聴）ことはどな
たでもできます。事前のお申し込
みなどは一切必要ありません。

本会議を見ることは
できるの？

議員さん！
教えて
議員さん！
教えて
議員さん！
教えて
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構
成
・
特
集

い
っ
ぱ
ん
質
問

委
員
長
報
告

６
月
定
例
会

部
活
動
が「
学
校
」か
ら

「
地
域
」に
移
行
さ
れ
る
が

お
倉
ケ
浜
総
合
公
園
等
の

津
波
避
難
施
設
整
備
で
安
心
安
全
を

美
々
津
中
学
校
区
の一体
型
の

小
中一貫
教
育
の
見
通
し
は

▲ お倉ケ浜総合公園全体

中
学
校
の
運
動

部
活
動
が
2
0
2
3
年

（
令
和
５
年
）
〜
2
0

2
5
年
（
令
和
７
年
）

度
を
改
革
集
中
期
間
と

し
、
休
日
の
指
導
を
民

間
の
ク
ラ
ブ
等
に
委
ね

ら
れ
る
と
の
こ
と
。
部

活
動
の
果
た
す
役
割
、

改
革
の
意
義
は
。

学
校
の
部
活
動
は
、

教
職
員
の
指
導
の
下
で

行
わ
れ
、
学
校
教
育
に

お
い
て
様
々
な
効
果
と

共
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
や
競
技
力
の
向
上
に

大
き
く
寄
与
し
て
き
た
。

し
か
し
、
勝
利
至
上
主

義
に
よ
る
長
時
間
の
活

動
や
過
度
な
練
習
な
ど
、

学
校
教
育
に
様
々
な
課

題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
に
お
け
る

教
職
員
の
働
き
方
改
革

に
も
配
慮
し
た
形
で
部

活
動
改
革
に
取
組
ま
れ

て
い
る
。

 　本
市
に
は
、
津

波
浸
水
区
域
内
に
二
つ

の
運
動
施
設
が
あ
る
。

特
に
、
お
倉
ケ
浜
総
合

公
園
に
は
、
多
く
の
競

技
施
設
が
あ
り
、
利
用

者
と
応
援
者
を
含
め
る

と
年
間
20
万
人
を
超
え

る
と
思
わ
れ
る
。
津
波

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

美
々
津
中
学
校

区
の
小
中
一
貫
教
育
に

つ
い
て
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
見
通
し
は
ど
う

か
。

一
体
型
の
小
中
一

貫
教
育
に
移
行
す
る
環

境
は
す
で
に
整
っ
て
い

る
。
具
体
的
な
計
画
を

示
せ
な
い
が
、
本
年
度

内
に
は
庁
内
の
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
2
0

2
4
年
（
令
和
６
年
）

度
末
ま
で
に
は
、
通
学

区
域
審
議
会
等
で
協
議

を
行
い
な
が
ら
、
教
育

委
員
会
と
し
て
の
基
本

的
な
考
え
方
を
示
し
た

い
。

に
対
す
る
安
全
と
安
心

の
確
保
が
で
き
な
い
か
。

お
倉
ケ
浜
総
合
公

園
等
で
は
「
ひ
ょ
っ
と

こ
マ
ラ
ソ
ン
」
を
想
定

し
て
切
島
山
２
区
避
難

山
を
整
備
し
、
新
た
に

津
波
避
難
施
設
整
備
計

画
は
な
い
が
、
今
後
は

避
難
誘
導
表
示
板
の
設

置
や
ソ
フ
ト
対
策
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
。
場

所
等
の
問
題
も
あ
り
、

難
し
い
が
、
少
し
検
討

うみの

海野 誓生議員
ちかお

議会傍聴に行ってみよう！

い
っ
ぱ
ん
質
問

そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
、
ど
ん
な
質
問
や
提
言
を
し
て

行
政
は
、
ど
の
よ
う
な
答
弁
を
し
て
い
る
の
か
を
見
て
み
よ
う
！

どなたでも傍聴することができます。
気軽に庁舎4階傍聴席までお越しください。

▲ 地域防災の要である消防団

社
会
的
孤
立
対
策
は

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

心
の
ケ
ア
対
策
は

消
防
団
員
報
酬
の

直
接
支
給
導
入
に
至
っ
た
経
緯
は

とみい

富井 寿一議員
ひさかず

関
係
機
関
と
の

連
携
体
制
は
ど
う
か
。

不
登
校
の
要
因
に
、

養
育
不
安
や
ネ
グ
レ
ク

ト
等
の
家
庭
課
題
が
あ

る
場
合
は
、
「
日
向
市

要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
」
が
支
援
す
る

要
保
護
ま
た
は
要
支
援

児
童
と
し
て
、
個
別
の

家
庭
訪
問
を
行
い
な
が

ら
、
小
・
中
学
校
を
は

じ
め
と
し
た
関
係
機
関

と
連
携
し
、
家
庭
や
児

童
へ
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
児
童
に

発
達
障
害
等
の
特
性
が

み
ら
れ
る
場
合
は
、

「
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
」
等
の
関
係
機
関

と
同
行
し
た
家
庭
訪
問

や
児
童
や
家
族
の
医
療

機
関
へ
の
同
行
受
診
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

市
職
員
に
対
す

る
対
応
は
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
、
職
員
の
業
務

量
は
増
加
し
て
お
り
、

心
身
と
も
に
疲
労
感
が

増
し
て
い
な
い
か
と
懸

念
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
中
で
、
時
間
外
勤
務

の
上
限
を
超
え
た
職
員

や
不
安
を
抱
え
る
職
員

に
つ
い
て
は
、
産
業
医

を
分
析
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
職
場
環
境
の

改
善
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。経

緯
と
意
思
決

定
は
ど
の
よ
う
に
な
さ

れ
た
の
か
。

昨
年
４
月
の
総
務

省
消
防
庁
官
の
通
知
に

よ
り
、
国
の
示
す
基
準

に
従
い
改
正
を
お
こ

な
っ
た
。
直
接
支
給
す

る
こ
と
で
、
支
給
事
務

の
透
明
化
が
図
ら
れ
、

団
員
の
士
気
向
上
や
団

活
動
を
支
え
る
家
族
等

の
理
解
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

支
給
に
際
し
て
は
、
団

幹
部
に
対
し
、
国
の
基

準
を
十
分
説
明
し
、
理

解
を
い
た
だ
い
た
上
で

導
入
に
至
っ
た
。

に
よ
る
面
談
を
実
施
し
、

心
身
の
ケ
ア
を
行
う
こ

と
で
、
メ
ン
タ
ル
不
調

の
予
防
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

や
緊
急
経
済
対
策
な
ど
、

業
務
量
の
変
化
に
応
じ

て
、
兼
務
職
員
の
配
置

や
部
局
横
断
的
な
支
援
、

多
様
な
任
用
形
態
の
活

用
を
図
り
、
業
務
量
の

軽
減
に
も
努
め
て
い
る
。

今
後
も
、
時
間
外
勤
務

の
要
因
分
析
や
、
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果

▲ 歩道が整備されていない場所

市
内
中
心
部
の

北
町
バ
ス
停
留
所
か
ら

約
70
メ
ー
ト
ル
の
区
間

に
お
い
て
歩
道
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
。
要
因

は
駅
周
辺
土
地
区
画
整

理
事
業
の
施
工
区
域
の

縮
小
に
よ
る
も
の
で
あ

る
が
今
後
の
歩
道
の
整

備
は
。沿

線
の
大
型
商
業

施
設
の
土
地
利
用
の
変

化
や
、
今
後
の
交
通
状

況
を
勘
案
し
、
道
路
管

理
者
で
あ
る
県
と
と
も

に
、
対
応
を
協
議
し
て

い
き
た
い
。

ど
の
選
挙
区
の

有
権
者
で
も
投
票
で
き

る
「
共
通
投
票
所
」
の

設
置
及
び
「
移
動
期
日

前
投
票
所
」
は
投
票
率

向
上
の
手
段
と
も
い
え

る
が
検
討
し
て
は
。

本
市
で
は
、
各
投

票
所
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

結
ば
れ
て
お
ら
ず
、
二

重
投
票
を
防
止
す
る
た

め
の
名
簿
対
照
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
行
う
こ
と

が
困
難
で
あ
る
た
め
、

「
共
通
投
票
所
」
の
設

置
は
難
し
い
。
ま
た
、

自
動
車
等
を
活
用
し
た

「
移
動
期
日
前
投
票
」

れ
て
い
る
。
今
後
の
対

応
は
。空

き
家
の
多
く
は

相
続
登
記
さ
れ
ず
、
放

置
さ
れ
て
い
る
の
で
、

相
続
登
記
の
必
要
性
な

ど
を
周
知
し
て
い
く
。

道
路
や
民
家
に
近
接
し
、

倒
壊
等
に
よ
り
周
辺
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ

の
あ
る
空
き
家
に
つ
い

て
は
、
特
定
空
家
に
認

定
し
、
所
有
者
等
に
適

正
な
管
理
の
指
導
を
行

う
。
ま
た
、
不
動
産
業

者
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
除
去
補
助
金
の
案

内
や
跡
地
の
活
用
な
ど

を
提
案
し
、
早
期
の
改

善
を
促
し
て
い
く
。

駅
前
中
心
部
の
歩
道
の
整
備
は

投
票
率
向
上
は

特
定
空
家
の
迅
速
な
る
対
応
を

に
つ
い
て
も
、
市
役
所

以
外
に
東
郷
地
域
や
商

業
施
設
で
の
期
日
前
投

票
を
実
施
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
人
員
や
機

材
等
の
面
で
実
施
は
困

難
で
あ
る
。

特
定
空
家
は

2
0
1
9
年
（
令
和
元

年
）
度
〜
2
0
2
1
年

（
令
和
３
年
）
度
ま
で

に
15
件
あ
っ
た
が
、
そ

の
う
ち
７
件
が
除
去
さ

まつば

松葉 進一議員
しんいち

議会はいつ開かれて
いるの？ 次回のいっぱん質問は9月5日 からの

予定です。月

1年に4回（3、6、9、12月）定例会が開かれ、
日向市の今後について話し合い決めていま
す。急を要する案件が出てきた時には、「臨時
議会」という議会を開くこともあります。
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長
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長
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長

議員さん！
教えて
議員さん！
教えて
議員さん！
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い
っ
ぱ
ん
質
問

委
員
長
報
告

６
月
定
例
会

構
成
・
特
集

い
っ
ぱ
ん
質
問

そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
、
ど
ん
な
質
問
や
提
言

を
し
て
行
政
は
、
ど
の
よ
う
な
答
弁
を
し
て
い

る
の
か
を
見
て
み
よ
う
！

燃
油
価
格
高
騰
に
よ
る

悪
影
響
へ
の
支
援
策
は

自
治
会（
区
）へ
の
加
入
促
進
に

「
ナ
ッ
ジ
理
論
」を

民
生
委
員
協
力
員
制
度
で

な
り
手
不
足
解
消
を

▲ 問われる市職員の意識改革

燃
油
価
格
の
高

騰
に
よ
り
、
農
林
水
産

業
、
運
輸
業
な
ど
、
多

く
の
業
種
で
経
営
に
苦

慮
し
て
い
る
。
本
市
独

自
の
支
援
策
は
打
て
な

い
か
。国

は
「
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
等
総
合
緊
急

対
策
」
を
策
定
し
、
物

価
高
騰
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
へ
の
支
援
な

ど
、
様
々
な
対
策
を
掲

げ
て
い
る
。
本
市
で
も

打
撃
を
受
け
て
い
る
農

畜
産
業
な
ど
へ
の
支
援

策
を
講
じ
る
た
め
、
新

た
な
経
済
対
策
を
本
定

例
会
中
に
追
加
提
案
す

る
。

 　自
治
会
（
区
）

へ
の
加
入
促
進
を
図
っ

て
い
る
が
、
一
向
に
成

果
が
上
が
ら
な
い
。

「
ナ
ッ
ジ
理
論
」
を
採

り
入
れ
、
加
入
し
な
い

デ
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
し

た
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
て

は
い
か
が
か
。

2
0
2
1
年
（
令

和
３
年
）
度
に
お
い
て

は
自
治
会
（
区
）
の
加

入
手
続
き
を
デ
ジ
タ
ル

化
し
、
新
た
な
チ
ラ
シ

り
手
不
足
の
問
題
に
対

し
、
本
市
で
民
生
委
員

の
「
協
力
員
制
度
」
を

採
用
出
来
な
い
か
。

民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
皆
さ
ん
が
、
ど

の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を

望
ん
で
い
る
か
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
た
。
そ

の
結
果
「
協
力
員
制

度
」
を
望
む
声
も
あ
っ

た
た
め
、
制
度
の
導
入

に
つ
い
て
は
、
「
日
向

市
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
」
に
お
い
て
検

討
す
る
と
伺
っ
て
い
る
。

市
と
し
て
は
、
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
、
活
動
し

や
す
い
体
制
づ
く
り
を

構
築
し
て
い
き
た
い
。

を
作
成
、
配
布
す
る
な

ど
、
若
年
層
向
け
の
取

り
組
み
を
図
っ
た
。

「
ナ
ッ
ジ
理
論
」
に
つ

い
て
は
、
「
人
々
が
自

分
自
身
に
と
っ
て
、
よ

り
良
い
選
択
を
自
発
的

に
取
れ
る
よ
う
に
手
助

け
す
る
手
法
」
で
あ
り
、

加
入
促
進
に
お
い
て
非

常
に
参
考
と
な
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

民
生
委
員
の
な

もりこし

森腰 英信議員
ひでのぶ

▲ 区加入啓発のチラシ（2022年版）

自
治
会（
区
）に
入
ら
な
い
理
由
は

移
住
・
定
住
者
の
区
加
入
の
現
況
は

事
業
所
に
対
す
る
区
加
入
の

取
り
組
み
は

かしわだ

柏田 公和議員
きみかず

根
本
的
に
、
区

に
入
ら
な
い
世
帯
の
理

由
と
し
て
は
、
一
体
何

な
の
か
市
長
の
考
え
て

い
る
部
分
が
あ
れ
ば
お

示
し
願
い
た
い
。

通
常
は
区
に
加
入

し
て
い
る
。
入
ら
な
い

理
由
と
し
て
「
区
に
入

る
理
由
」
「
加
入
後
の

メ
リ
ッ
ト
」
「
地
区
や

地
域
の
人
と
の
関
係
の

希
薄
化
」
の
３
点
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　 
 

　
日
向
市
に
移

住
・
定
住
し
た
人
た
ち

は
区
に
加
入
し
て
い
る

と
理
解
し
て
い
い
の
か
。

市
民
課
に
来
ら
れ

た
場
合
は
、
区
加
入
の

チ
ラ
シ
を
必
ず
渡
し
て

い
る
。
移
住
担
当
窓
口

に
来
ら
れ
た
方
に
は
、

直
接
口
頭
で
、
区
加
入

の
チ
ラ
シ
を
示
し
て
説

明
を
行
っ
て
い
る
。

　 

説
明
は
す
る

け
れ
ど
そ
れ
が
ど
う

な
っ
た
の
か
。
確
認
ま

で
は
し
て
い
な
い
の
か
。

加
入
に
つ
い
て
の
理
解

と
促
進
を
お
願
い
し
た
。

ま
た
、
併
せ
て
加
入
事

業
者
の
方
に
、
コ
ロ
ナ

禍
の
状
況
が
落
ち
着
い

て
く
れ
ば
、
区
公
連
と

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

の
職
員
と
、
事
業
所
周

り
を
し
て
、
加
入
促
進

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
い
う
計
画
を
持
っ
て

い
る
。

　 
 

　
今
ま
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　6月定例会最終日に、第98回全国市議会議長会

の永年勤続表彰の伝達式が行われました。

　西村豪武議員が35年以上在職、畝原幸裕議員

が20年以上在職、黒木高広議員、海野誓生議員が

15年以上在職によるものです。

　4名の方には、表彰状と記念品が贈られました。

永年勤続表彰おめでとうございます!

総務政策環境常任委員会

文教福祉常任委員会

産業建設常任委員会

　6月定例会において、総務政策環境常任委員会・文教福祉常任委員会・産業建設水道常任委員会の各委員会は、議会閉会中
に行う所管事務調査の届け出をしました。

各委員会とも、議会閉会中に2023年（令和5年)3月31日までの期間で、それぞれを所管する
各課の聞き取りや、現地調査を行い期末に向けてまとめていきます。
各委員会とも、議会閉会中に2023年（令和5年)3月31日までの期間で、それぞれを所管する
各課の聞き取りや、現地調査を行い期末に向けてまとめていきます。

❶ デジタル社会づくりについて 　❷ 地域公共交通弱者対策について

❶ 福祉避難所について 　❷ フードドライブ・フードバンク・子ども食堂について

❶ 農業の現状と今後の取組みについて 　❷ 水産業の現状と今後の取組みについて

議会閉会中の各常任委員会の
所管事務調査の内容等を紹介します !
議会閉会中の各常任委員会の
所管事務調査の内容等を紹介します !
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　若草色のユニフォームが映える。市内
４障がい者事業所で構成する「日向市障
害者就労支援協議会」のメンバー、名付
けてＳＣＳ（Star(スター)・Clean(クリー
ン)・Service(サービス)）。新庁舎開庁時
からトイレ清掃を受け持っており、衛生
管理もプロ仕様。

　議会広報委員会委員の再編があり、
新たな委員で取り組んだ議会だより
「陽だまり」はいかがだったでしょうか。
今後も議会のことを少しでもわかりや
すく伝え、市民に手に取ってもらえるよ
う編集に努めていきます。皆さんから
のご意見お待ちしています。（富井）

今月の表紙 編集後記

市民情報室 / 市立図書館
          市民情報室 / 市立図書館
あいとぴあ / 福祉課 / 社会福祉協議会

音  訳

点  訳

「陽だまり」音訳・点訳の利用場所

音訳・点訳ひゅうが『虹の会』訳のご協力

ご協力ありがとうございます

音訳・点訳版は
こちらから

議 会 N E
W S

議会改革度ランキング
　この度、早稲田大学マニュフェスト研究所が議会改革度ランキングを発表しました。これは1,355の地方議会の取り組

みを３つの視点から調査して、それぞれに順位をつけ、さらにそれらを総合してランキング化したものです。その３つとは

①情報共有(本会議などの議事録や交際費・視察結果の公開具合と検証)、

②住民参画(傍聴のしやすさ、議会報告会などの実施、住民意見の聴取)、

③議会機能強化(議会本来の権限・能力を発揮するための機能強化状況)になります。

2021年（令和３年）度、日向市議会は総合順位186位でした。特に住民参画分野では、

全国18位という結果でした。本市議会は毎年度ランキング上位に位置していますが、さらに

上を目指し、議員一同たゆまない議会改革を続けて、日向市民の最も近くにある議会を

つくっていきたいと決意しております。
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どなたでも傍聴することができます。気軽にお越しください。

「ひゅうが市議会だより 陽だまり」は、日向市が市民のみなさんにとって陽の

当たる「陽だまり」のように明るく暖かいところになるように、この広報誌が

議会と市民のコミュニケーションの場になることを目指しています。

そのためにも「市民のみなさんからのアクション」をお待ちしています。

議会開催日に庁舎４階の傍聴席まで
お越しください。

議員と意見交換をしてみよう！

市議会に伝えてみよう！

おおむね５人を超える皆さんから要請があれば、
気軽に意見交換を行うことができます。
日時等打ち合わせの上、議員が出向きます。

開会予定です。次回の定例会は

ご連絡やご質問はこちらまで！

日向市議会事務局
ホームページ

電　話

F A X

E-mail

所　在

日向市議会 検 索

0982-66-1035（議会事務局へ直通）

0982-52-8148（議会事務局専用）

gikai@hyugacity.jp

日向市役所本庁舎４階

市の行政に関する意見や要望があるときは、
市議会に対し請願や陳情をすることができます。

SNS をフォローしてみよう！「陽だまり」で議会をチェックしよう！
「ひゅうが市議会だより 陽だまり」は、分かりやすく読み
やすい「みんなに伝わる広報誌」を目指しています。
みなさんからのご意見をお待ちしています。

Instagramで最新の情報をお伝え
しています。こちらのQRコードを
読み取るか、＃hyugashigikaiを
アプリ内で検索してください。

市議会に行ってみよう！

は、市民のみなさんからのアクションをお待ちしています！

金8月26日


